






















child Left Behind Act）」が、2002年には「教育

















Development of evaluation system for teaching and learning effectiveness 






































































































































































データ解析にはMicrosoft Excel version 1809 
（Microsoft, USA）、R言語の R version 3.5.1 7），











































































を行い、7 step cross validationにより回帰式の
validationを行った。結果として componentが1
のとき、Q2値が最も高く0.324となり、root 
mean squared error of estimation（RSMEE）が10.68
の予測モデルが構築された（図 -3A）。このモ
デ ル に お け る 説 明 変 数 の VIP（variable 
importance in projection） 値 を 図 -3Bに 示 す。
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231専門基礎科目における教育効果の可視化方法の開発

